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コミュニケーション内容集約型介在エージェントの
有効性に関する検討

植田 浩章1,a) 中谷友香梨1,b) 米澤 朋子1,c)

概要：Twitter等のオンラインコミュニケーションの出現により，Web上のコミュニケーションが容易に

なり，ユーザはそれらのツールを用途や状況に応じて利用している．これらのコミュニケーションツール

を使用する一方で，SNS疲れと呼ばれる不特定多数のユーザの繋がりや情報の膨大さなどから気疲れが発

生している． 本稿では，エージェントにタイムライン上で提示されたツイート情報を形態素解析によって

伝聞口調に集約した内容を付与をする．また，ユーザの投稿内容に応じてエージェントがコメントを行う

ことで，発言の気後れを緩和した．これにより，不特定多数者との接続やそれに付随する気疲れを軽減す

るか検討する．

1. はじめに

1.1 研究背景

本研究はエージェントが SNS上で流れている情報をエー

ジェントを介して会話形式でユーザに伝達することで間接

的なコミュニケーションが実現し，不特定多数のユーザと

繋がっている感覚が軽減することを目的とする．提案する

エージェントは，情報の集約やユーザ間の仲介を担う．

　 Twitter*1 や LINE*2 は，他ユーザと情報のやり取りを

行うオンラインコミュニケーションツールであり，誰かと

いつでも繋がれる環境を提供するシステムでする．しか

し，常に繋がっている故にコミュニケーション疲れなどの

問題が発生している．

　本研究では，多人数間の繋がりによってユーザがタイム

ラインやメッセージを追い続けることで生じる疲れのこと

を「SNS疲れ」と呼ぶ．例えば，Twitterでは，一方的な

繋がりを持つことができるため，気軽に多数の人物をフォ

ロワとしてコミュニケーションの枠に追加することが出来

る．しかし，その枠に追加した人物の数が増加するほど，

タイムラインに提示される一定期間の情報も増加する．そ

の一つ一つに注意を向けた確認はユーザの心的な負担とな

り，疲れを誘発すると考えられる．LINEは，双方向的な

繋がりをもち，発言は全てユーザ宛に送られる．そのため，
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図 1 ユーザの心的負担解決図

Twitterよりも注意を払って確認をし，反応するべきだと

いう意識が高まる．1対 1やグループのチャットルームが

並行で開かれ，それら全てに対応する状態なり，SNS疲れ

の原因になると考えられる．

　そこで，SNS疲れを解決する方法として，多数の人物と

ユーザの間に一体のエージェントを置くことで，多数の人

物と繋がっていく感覚が減少できると考えた．

2. 関連研究

SNS疲れの緩和に関する研究として上野らの VoiTwi[1]

がある．上野らは，Twitterを利用する際にユーザがリアル

タイムのコミュニケーションを重視し，常にタイムライン

を追うことが，SNS疲れを引き起こすとしている．VoiTwi

では音声ファイルを再生することで，メッセージを読み上

げるソフトを使用するよりも相手の存在を身近に感じるこ

とが出来るとしているが，情報量に関しては，着目してい

ない．したがって，出力された情報量は変化しないため，
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多数のユーザと繋がっている感覚も変化しない．また，相

手の存在が近くに感じることによる疲れが新たに生じてし

まうことも推測できる．本研究では，エージェントを介在

させることで，不特定多数の繋がりによる存在を身近に感

じさせないようにする手法を提案する．

　その他に，大家らのネガティブな感情表現をポジティブ

にする研究がある [2]．否定的なコメントが情報伝染として

受け手の感情に移り，結果としてそのユーザが SNS内でネ

ガティブな書き込み行為や疲れを生じさせるとした．SNS

疲れの要因の一つであるネガティブな情報を閲覧すること

に関して緩和効果は得られるが，VoiTwiと同様に情報量

は変化しないため，本研究で定義する SNS疲れは解決で

きない．本稿で提案するシステムは，ユーザ間にエージェ

ントを置くことで，不要なネガティブ発言を削減及び選択

的提示することが出来るため，SNS疲れを緩和できる．

　情報収集に着目した研究として，古田らのWAVE[3]が

ある．情報が伝搬する間に有用な情報だけに収束し，広

まっていく口コミの特徴を利用し，システムに生かした．

WAVEでは信頼関係のある人物とのコミュニケーション

を対象とし，評価やユーザの興味に対応した情報の推薦を

行う．このように，ユーザの興味を反映させる点や信頼関

係などによって情報を絞る概念を本研究に導入する．

　母親の特徴をエージェント付与する参考研究として，上

村らの母親らしい表現システム [4]を用いた通知システム

の効果がある．これはリマインダやスケジュールに登録し

ていたユーザの予定内容をユーザが積極的に受け取るよう

にするため，母親の言動と表現を用いて通知するシステム

である．通知の受容を高める目的として，母親のキャラク

ターがもつ「子供に対する理解や構いたがる」と言った印

象や特徴に注目し，予定内容をユーザに受け取るように促

すことができるとした．本システムで使用するエージェン

トモデルはこの特性を基に参考にしており，SNS疲れの緩

和に母親型を用いる根拠としている．

　また形態素解析による情報提示では，大原らの提案 [5]を

参考にシステムを構成した．これらのシステムは，ツイー

ト情報から形態素解析ツールである Mecab*3 を用いて解

析した品詞から特定の単語を抽出を行う．この抽出方法に

注目し，本システムでは，特定の品詞ごとに連鎖した一文

を抽出し，伝聞口調として表示するようにした．

3. 介在型エージェントシステム

3.1 システム概要

一体のエージェントがツイート情報を取得し，伝聞口調

でユーザに伝える．これにより，ユーザは，エージェント

の背後にいる複数の人物の存在を感じることなく，一体の

エージェントから情報を取得しているように感じさせるこ

*3 https://code.google.com/p/mecab/

図 2 形態素解析を利用したシステム構成図

図 3 初期画面

とができる．

　介在型集約エージェントは Web 上で動作するため，

HTML，Javascriptでシステムの外観やエージェントの動

作を構成し，Twitterの情報データを取得及び選択的に提

示するシステムは PHP等の開発言語を用いて実装した．

また，形態素解析による情報集約を行うために外部プログ

ラムであるMecabを使用した 2．システムの初期画面を図

3に示す．

3.2 システムの構成

ユーザがカテゴリ設定を行うことで，PHPで実装した

システムが要求された情報をフォロワやその他の周辺のツ

イートから集積する．形態素解析を行うツイートを選定す

るため，PHPでツイートの発信者がフォロワもしくは，お

気に入りやリツイート（以下 RT）件数量で抽出対象を決

定する．なお，フォロワが優先的に抽出され、件数に関し

ては抽出された情報と比較して対象を決定する．その後，

Mecabによる品詞分類を行い，解析した結果を基に特定の

品詞を抽出し，伝聞口調で提示する．

3.3 システムの動作

画面右上にある検索バーにエージェントに集めてほしい

キーワードを入力し，Searchボタンをクリックする（図

3）．図 4に集約結果を示す．キーワードは，＠を利用した

リプライやハッシュタグ (#)をつけたキーワード，ユーザ

名やトピックが指定できる．

　他には，トップ画面の右下にある設定ボタンを押すこと

で，図 5のような別ウィンドウが開かれる．興味のある情

報を調べたいときはそれに近い主要な項目をラジオボタン

2ⓒ 2015 Information Processing Society of Japan

Vol.2015-ICS-179 No.4
2015/3/20



情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

図 4 検索結果

図 5 設定画面

で選択する．その後，フリーワードの欄でキーワードを入

力し，限定的に情報を絞り込みやすくする．また，表示件

数も指定することが出来る．右下の登録ボタンを押すこと

でエージェントが取得したツイートの中から該当するもの

を選び，形態素解析によって，図 6のように表示する．

3.4 伝聞口調による表現手法

キーワードやカテゴリ設定で得た RT等の件数の多いツ

イートを取得し，Mecabによって品詞解析を行い，その特

定の品詞（動詞，名詞等）が連続している文を抽出した後，

伝聞口調として提示する．

　これにより，別のユーザの発言をエージェントがユーザ

に伝えているように感じさせることを狙う．抽出手順につ

いては 3段階構成（図 7）とした．第 1段階では，特定の

キーワードから取得したツイートを形態素解析で分類し，

表示された品詞体系（図 8）の判定を基に抽出文を作成す

る．例えば，名詞及び動詞の前後に同じ品詞がある場合，

その単語を複合名詞と複合動詞とし，それらの前に表示さ

れている二つの単語が特定の品詞（名詞または，複合名詞，

格助詞)順であれば連鎖した文章として判定され，同様に

名詞と動詞の前に接尾が付属しているときも連鎖した文章

としてみなす．また，名詞もしくは動詞の単独でその前が

名詞または，複合名詞，格助詞の順序でも同様に判定され

る．その他にも名詞と名詞の間の助詞が連体化である場合

や，名詞（形容動詞語幹）と助動詞，名詞であるときも抽

出対象とする．これらが連鎖的に繋ぎ合った単語を候補文

として置き換える．

図 6 設定画面に反映したときの情報提示

図 7 形態素解析による抽出手順

　

図 8 抽出手順に基づいた解析結果と対象

　第 2段階では，候補文を各グループごとに分割する．一

つのグループとしてまとめる基準は改行や第 1段階での品

詞の繋がりがない単語で判定する．

　第 3段階でグループ化した文章から文字数及び検索ワー

ドの含蓄で評価を行い，文字数が多いものを抽出対象とし，

文を伝聞口調要約文として吹き出し形式のテキストボック

スに表示する（図 6）．

3.5 各エージェントの特徴

エージェントの性格による緩和効果も考慮し，ユーザと

の親密性，多弁性の 2つの軸から性格及びそれに一致した

外観を 4つのタイプ (母親，父親，秘書，案内人)で構成し

た．それぞれの特徴を情報集約システムに反映するために，

親密性は情報集約対象のユーザとし，多弁性はエージェン

トが話す情報量とした．また，エージェントの口調や外観

は特徴に合わせた表現を用いた．

　親密性と多弁性が共に高い，エージェントには，母親の

役割を持たせることとした．母親型エージェントは，お節
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図 9 エージェントの特徴分類図

図 10 エージェントによる話題提示

介さ，おしゃべり好き，ユーザとの近しい関係という特徴

をもつ．母親のおしゃべり好きと言う特徴から，フォロワ

とそれ以外の情報全てを対象とした集約を行う．口調は

「…やで」などの関西弁とした．

　父親エージェントの口調は，「だぞ…」や「などがあった

ぞ…」とした．表示する情報量は少ない．父親の寡黙性か

ら，あまり多くの情報や他のユーザ情報を話さず，伝聞内

容はユーザの周辺情報しか話さないと考えられるためであ

る．集約する情報対象は，フォロワのみとした．

　親密性及び多弁性が共に低いエージェントを秘書型と設

定した．これは疎遠性には人間関係が薄い上，ビジネスの

ような特定な関係持つイメージがあり，寡黙性は口数が少

ないが冷静さがある．これにより，秘書の役割を与えるこ

ととした．秘書モデルによる情報集約対象はフォロワ以外

の情報のみで，表示量は，寡黙性の特性より，少なめであ

る．口調については「でしょうか？」，「ございます」など

の丁寧な言葉を用いる．

　初対面かつ情報を多弁的に提示する特徴に対して，案内

人の役割を与えた．集約対象については親密の低さから秘

書と同様であるが，ユーザに伝達する情報の表示量は多い．

口調は「です・ます」調とした．

3.6 特徴に基づいたエージェントの動作

母親型では，動作や言動等の機能に積極的に手を動かす

図 11 Bot による反応

といったオーバーなリアクションで「おかん（母親）」らし

さを表現した．また，おしゃべり好きの特徴から自発的な

発言を行わせることとした．

　父親のイメージが厳格で寡黙性であることから落ち着い

た行動を軸とした．検索ボタンクリック時は顎を撫でるよ

うに考える仕草を付与し，集約時には髭を撫でるや顎を手

に当て深く考え込むような動作を設定した．目的情報検出

時は母親と同じ動作を付与した．

　秘書の動作についてはビジネス関係をイメージしたもの

とした．初期画面では相手に畏まるような状態で待機し，

検索時ではスケジュール帳を用いた動作を行う．情報集約

時では，眼鏡を掛け直す仕草やスケジュール帳を閲覧しな

がら少し考える動作を行い，知的な表現にした．

　案内人には観光客や説明対象の人物に対してお節介に物

事を説明する印象を与えるため，情報検索と集約では，旗

やガイドブックを活用した動作を設定した．なお，案内人

には，母親と同様の botによる反応動作を付与した．これ

は，母親の多弁性との共通性があり，この位置づけから案

内人のみ発言に対する反応を行うことにした．

4. エージェントの存在有無と情報提示に関す
る検証

4.1 実験設定

Twitterの情報を介在型エージェントが伝聞口調でユー

ザに伝えることで，不特定多数との繋がりによる SNS疲

れを緩和するかを検証する．なお，SNS疲れに関する定義

は本研究で前述した不特定多数の繋がりによる気疲れとし

ている．

　被験者は，情報学部に通う 20～24歳の男性 11名，女性

5名の学生計 16名とした．まず，下記のＡ～Ｄの各条件

のシステムを提示し，閲覧とシステム操作を繰り返し行わ

せた．操作は，画面右下に「続きを見る」と言うボタンが

表示された場合のみマウスによるクリックを行うようにし

た（図 17）．これは，伝聞口調を動的に伝えるために設定

した操作である．このボタンを繰り返しクリックすると右

上の画面に「これで終わりです」と表示され，システムの

操作は終了となる．その後，被験者に閲覧したシステムに

関する評価項目を回答させた．なお，操作中の閲覧時間に

ついては制限を設けておらず，被験者が十分な閲覧を終え

た際，任意に終了する形式とした．

A：エージェントありの伝聞口調による情報提示

B：エージェントありのタイムライン表示
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図 12 父親型の検索ボタンクリックと情報集約後の動作

図 13 秘書型の情報検索動作

図 14 秘書型の情報集約後の動作

C：エージェントなしの伝聞口調による情報提示

D：エージェントなしのタイムライン表示のみ

　評価項目は 8つ設け，5：あてはまる，4：まああてはま

る，3：どちらでもない，2：あまりあてはまらない，1：あ

てはまらない，として５段階での回答を求めた．結果に対

し，反復測定分散分析を行った．

Q1.発言者が発言内容を伝えているように感じた

Q2.提示されたテキストは話しているように感じる

Q3.別の人が発言内容を伝えているように感じた

Q4.情報検索がスムーズになると感じた

Q5.提示された文章は発言者自身の発言だと感じた

Q6.大勢のユーザがつぶやいているように感じた

Q7.閲覧し続けたいと感じた

Q8.発言量が一度に見るには多いと感じた

図 15 案内型の検索ボタンクリックと目的検出時の動作

図 16 案内型の情報集約後の動作

4.2 結果

評価項目ごとの平均と標準偏差を図 18に，分散分析の

結果を表 1に示す (*p¡0.5)．なお，介在型エージェントの

表示有無の要因をエージェント要因，伝聞口調または平坦

な口調を伝聞口調要因とする．

　エージェント要因は項目 1，4，6, 8で，伝聞口調要因は

項目 2と 7で有意差が得られた．両要因で有意差を得られ

たのは項目 3のみであるが，いずれも交互作用は見られな

かった．

　項目１より，エージェントの存在が介在効果に影響する

ことがわかった．これは，エージェントをシステム画面に

表示することでも，エージェント自身が発言者であると感

じさせたためであると考えられる．項目 4より，エージェ

ントが情報を集約したと捉えられていたと考えられる．項

目 6に関しては，情報表示が伝聞口調の集約とタイムライ

ン表示の二種類で，ツイートの利用者数が視覚的に判断で

きたと推測される．項目 8では，被験者は，伝聞口調表示

のテキストを一つの情報として閲覧するため，発言量が多

いと感じたのではないかと考えられる．

　伝聞口調のみで有意差が得られた項目 2については，伝

聞口調表示が話しかけられている印象を与えたことがわ

かった．また，項目 7より伝聞口調による情報提示によっ

て，被験者は閲覧を継続したいと感じるようになったと考

えられる．これにより，語り掛けられることで，話を聞い

ている気分となり，「もっと見たい」というような内容に対
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図 17 実験用エージェントシステムの外観

図 18 評価項目ごとの 2 要因分散分析の結果

表 1 エージェントの有無と伝聞口調表現に関する分散分析
エージェント要因 伝聞口調要因

評価項目 F(1) p F(1) p

Q1 6.57 0.0215* 0.18 0.673

Q2 0.06 0.8027 7.45 0.0155*

Q3 13.4 <0.01* 4.62 0.0483*

Q4 4.72 0.0461* 0.37 0.5489

Q5 4.06 0.0620 3.02 0.1026

Q6 17.8 <0.01* 1.34 0.2644

Q7 2 0.1769 4.76 0.0454*

Q8 21.7 <0.01* 1 0.3332

する興味を持たせたと考えられる．

　両要因で有意差を得た項目 3は，被験者がエージェント

の存在と伝聞口調によって，別の人物が情報を発信してい

ると認識したと考えられる．

5. エージェントの特徴に関する実験

5.1 実験設定

情報提示をユーザに行う際，状況に応じて使い分ける必

要がある．そのため，特徴付けたエージェントの性質がど

のように理解されるかを以下の 6 つの仮説をもとにエー

ジェントの印象に関する検証を行った．

• a）伝聞口調での話す情報件数が多いとエージェントは

おしゃべり好きもしくは興奮しているように感じる．

• b)情報件数が少ないとエージェントは寡黙もしくは落

ち着いて情報を的確に伝達する印象を受ける．

• c)エージェントの性質が母親の場合，おしゃべり好き

で誰とでも話しているような印象を受ける．

• d)エージェントの性質が父親の場合，寡黙性で落ち着

いている印象を受ける．

• e)エージェントの性質が秘書の場合，社交的で，寡黙

な印象を受ける．

• f)エージェントの性質が案内人の場合，ただ発言量が

多いだけでおしゃべり好きでうるさいと言う印象を受

ける．

　被験者は，同じく情報学部に通う 20～24歳の男性 11名，

女性 5名の学生計 16名とした．まず，4つの性質（母親，

父親，秘書，案内人）を持ち，集約した情報量が多いテキ

ストと少ないテキストをそれぞれ適合させた 8条件のシス

テム（表 2）を提示した．操作は，一つのシステムの閲覧

が終わるごとに評価項目に回答を行った．

　エージェントの外見及び伝聞口調に関する形容詞対 21

項目（表 3）による SD法と自由記述で評価させた．

表 2 実験条件
条件 性質 表示情報量 対象集約範囲

A 母親 多い ツイート利用者

B 母親 少ない ツイート利用者

C 父親 多い フォロワのみ

D 父親 少ない フォロワのみ

E 秘書 多い その他のユーザ

F 秘書 少ない その他のユーザ

G 案内人 多い その他のユーザ

H 案内人 少ない その他のユーザ

表 4 回転後の因子負荷量と得点係数 <（因子 1），(因子 2) は標準

得点係数 >

評価項目 因子１ 因子２ （因子 1） （因子 2）

陽気・陰気 .698 .443 .094 -.008

動きのある・ない .69 .362 .114 -.039

活発な・不活発な .762 .34 .143 -.069

おしゃべり好き・嫌い .735 .381 .123 -.044

意欲的な・無気力な .457 .736 -.061 .181

うるさい・静かな .838 .112 .23 -.186

外向的な・内向的な .711 .406 .109 -.027

落ち着きのある・ない .882 -.12 .308 -.295

感じが良い・悪い .207 .819 -.1629 .286

社交的な・非社交的な .428 .697 -.06 .173

5.2 結果

得られた介在エージェントの印象評価値を用い，因子分

析を行った．因子 2までを分析することとした．使用した

形容詞対と回転後の因子負荷量を表 4に示す．数値は小数

第 3 位以下を切り捨てとする．0.69以上または-0.69以下
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表 3 エージェントの印象評価で用いた形容詞対（21 項目）

明るい・暗い 親しい・親しくない 陽気・陰気 あたたかい・つめたい 動きのある・ない

活発な・不活発な 前向き・後向き 熱意のある・投げやりな 力強い・弱々しい おしゃべり好き・嫌い

生気のある・ない 意欲的な・無気力な 外向的な・内向的な 積極的な・消極的な うるさい・静かな

落ち着きのある・ない 女性的・男性的な 元気な・疲れている 感じが良い・悪い 面白い・つまらない

社交的な・非社交的な

表 5 被験者が受けた印象についての因子得点の分散分析
エージェントの性質 (A) 情報表示件数 (B) 交互作用 多重比較

因子 F(3) p F(1) p F(3) p 単純主効果

活動性 30.1 0.00* 35.9 0.00* 15.6 0.00*

A{b1-b2}，
B{a1-a3}

b1：A{4，3，2}-1，A{4，3}-2，A{4}-3，
b2：A{4，3，2}-1，A{4，3}-2

　社交性 20.2 0.00* 29.5 <0.01* 8.1 <0.01*

A{b1-b2}，
B{a1-a3}

b1：A{1，2，3}-4，{1，2}-3，{3，2}-1，
b2：A{1，2，4}-3，A{1，2}-4，A{2}-1

図 19 因子得点の平均結果

の数値を持つ形容詞対に着目するために，表内に下線を引

き示す．

　因子 1については，「陽気‐陰気」「動きのある‐ない」

「活発な‐不活発な」「おしゃべり好き・嫌い」などで高い

負荷量を得たことから，活動に関する因子であると判断し，

「活動性因子」と名付けた．一方で，因子 2では，「意欲的

な・無気力な」「感じのよい・悪い」「社交的・非社交的」で

高い負荷量を得たことから社会的に交流に関する因子と判

断し，「社交性因子」と名付けた．

　また，実験条件間での印象比較を行うため，標準因子得

点係数を求めた分散分析を行った．因子得点の平均及び標

準偏差（図 19）と分散分析の結果（表 4）から，両因子に

エージェントの性質と情報表示量の要因で有意差を示し，

いずれも交互作用が見られた．このことから，エージェン

トの性質と情報表示量の要因によって，活動もしくは社交

的な印象変化に関与していることがわかった．

　印象評価の結果から，エージェントの動作もしくは，情

報表示量を変化させることで「活動性」を印象として与え

ることがわかった．また，エージェントに口調や動作の特

徴を加えることで，「社交性」の印象を与えることがわかっ

た．

　活動性因子において因子負荷量が高かったものの中に

は，「活発な・不活発な」，「うるさい・静かな」，「落ち着き

のない・落ち着いた」といった，動作または情報表示量に

関する項目があった．これらは正の因子負荷量が得られて

いるため，エージェントがおしゃべり好きで興奮している

印象を被験者は感じていると考えられる．

　一方で，社交性因子において因子負荷量が高かったもの

のなかには，「意欲的な・無気力な」，「感じが良い・悪い」，

「社交的・非社交的」と言ったエージェントの外見に関す

る項目があった．このことから，社交性に関する印象は，

献身的で，他者のために尽くしてくれるエージェントであ

ると被験者は感じていたと考えられる．従って，この印象

を a）～f）の仮説に当てはめたとき，社交的かつ寡黙性を

持つ秘書のエージェント性質に近い印象であることがわか

る．また，自由記述では，「エージェントが召使いのよう

だった」や「ニュースを伝えている感じがした」などの記

述があり，秘書型エージェントの畏まった動作や丁寧な口

調によって，社交的であると感じたと考えられる．

　標準因子得点係数による分散分析では，各印象因子の要

因であるエージェントの性質や情報表示量による有意差が

得られた．また，エージェントの性質と情報表示量に交互

作用が見られていた．このことから，エージェントの印象

変化にはこの二つの要因を適宜設定することで，ユーザが

感じるエージェントの印象が異なると考えられる．

6. 考察

エージェントの介在による SNS疲れの緩和検証から，介

在型エージェントもしくは，伝聞口調のどちらかをツイー

ト情報に付与させることで一人の人物が話しているよう

に感じると言える．そのため，エージェントと伝聞口調が

SNS疲れが緩和する可能性を持つことがわかった．エー

ジェントがユーザ間に介在することで，発言者が不特定多

数のユーザから一体のエージェントに変化する．一方で，

伝聞口調は複数のツイート情報一つに集約してユーザに伝

達することで，不特定多数のユーザからエージェントの発

言と認識した．これにより，ユーザによる介在効果を付与

し，不特定多数のユーザとの接続を軽減していたことがわ

かった．

　また，エージェントの特徴を情報提示に適応した検証で

は，得られた因子からユーザは各エージェントを対して献
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身的で役立てようとする秘書の性質として理解していたこ

とがわかった．また，各因子を標準得点係数を経て，分散

分析を行ったところ，情報表示量やエージェントの性質が

印象変化を生じさせることを示した．これにより，情報表

示量やエージェントの性質を変化させ，ユーザの状況や時

間に応じて介在型エージェントの性質をシステムに付与す

ることで，全てのユーザが不特定多数者の繋がりによる気

疲れを緩和することを期待する．

7. おわりに

本研究では，介在型エージェントによる伝聞口調での

SNS疲れの緩和を提案した．不特定多数の接続による気

疲れの緩和を狙いとし，エージェントが伝聞口調で情報を

ユーザに伝達するシステムの構成をした．

　エージェントの存在有無と情報提示による検証では，エー

ジェントや伝聞口調によって不特定多数による繋がりが緩

和されたことがわかった．

　また，エージェントの特徴と情報提示に適応した検証で

は，ユーザに献身的で役立てようとする秘書的な印象を各

システムにおいて感じていたことがわかった．さらに，情

報量とエージェントの性質を変化させることで，状況に応

じたエージェントの介在ができると判明した．

　本システムでは，ツイート情報を一件ずつ，伝聞口調と

して情報集約を行っていた上，エージェントによる自発

的な反応の不十分であった．そのため，形態素解析による

SNS情報の集約率の向上とツイート文を集約または，ユー

ザが投稿したときに生じる会話を実現し，エージェントと

の対話検証による SNS疲れの緩和効果を今後，明らかに

したいと考えている．
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